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保育士と母親の親役割認知の比較検討






























































問紙を配布・回収した。質問内容は ①対象者の属性に関する項目 (4 項目)：性別，年齢，
子どもの有無，勤続年数，②保育士が期待する親役割に関する質問について自由記述で回答
を得た。その結果，対象者は全て女性保育士であり，対象者 (保育士) の平均年齢は 28.55 歳












問紙を配布し，153 部回収 (1部は欠損) した (回収率 : 65.7%)。
調査対象；調査に同意を得た関西の 5ヵ園の保育士に対して，調査者 (第一筆者) が 233 部の
質問紙を配布した。
性別年齢構成；男性 11名，女性 141名，平均年齢は 34.88 歳 (SD=10.28)
親役割に関する質問項目；2011月 9 月の予備調査で，20名の保育士が (中・高校生の子ども
を持つ) 親役割診断尺度 (谷井・上地，1993) を改定した親役割
尺度，ワーク・ライフ・バランス (金井，2002)，予備調査から収
集したデータから，第一筆者，第二筆，保育士経験 26 年の主任保




まず，保育士の期待する親役割期待尺度 48項目の平均値，標準偏差を算出し Table 2 に示
した。また，保育士の重要度評定において以下の 10 項目が 3.7 以上の平均評定の高得点で
あった。「29 子どもの良いところを見つけて褒める (3.86)」，「34 家族の安心安全な関係を作
る (3.79)」，「16 知る喜びを親子で共有する (3.77)」，「25 未熟だが，わが子を愛する気持ち
は，誰にも負けないと実感する (3.75)」，「41 園に預ける補充用の服やオムツを毎日確認する
(3.73)」，「27 子どもと歌を歌ったり，絵本を見て一緒に遊ぶ (3.73)」，「28 笑顔で『高い，高
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n min max mean SD
※=逆転項目
no 質問項目














































































































































































































































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ項目内容


































































































調査対象；調査に同意を得た関西の 5ヵ園の親 98 名に対して，調査者 (第一筆者) が質問紙
を配布・回収した。
性別年齢構成；98 名 (男性 4名，女性 94名)，平均年齢は 35.61歳 (SD=6.10)
分析方法；大森・太田 (2011) の保育士を対象とした親役割期待尺度とワーク・ライフ・バラ
ンス (金井，2002) から収集したデータから，第一筆者，第二筆者，保育士経験
26 年の主任保育士の 3 名が尺度の内容を選別し，それらから 48項目を選定した。





る (3.76)」，「29 子どもの良いところを見つけて褒める (3.76)」，「34 家族の安心安全な関係
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※=逆転項目
no 質問項目






























6 接触 (触れ合う) 時間は少なくても，子どものことを理解できている
39 安心して信頼できる子育て仲間を作る (インターネット友達も含む)


































































































































































































































































保育士は，「29 子どもの良いところを見つけて褒める (3.86)」，「34 家族の安心安全な関係
を作る (3.79)」，「16 知る喜びを親子で共有する (3.77)」，「25 未熟だが，わが子を愛する気
持ちは，誰にも負けないと実感する (3.75)」，「41 園に預ける補充用の服やオムツを毎日確認
する (3.73)」，「27 子どもと歌を歌ったり，絵本を見て一緒に遊ぶ (3.73)」，「28 笑顔で『高
い，高い』などをして子どもとふれあう (3.72)」といった子どもの養護，親子の絆形成に高
い重要性を示したが一方で親は，「13 先回りして答えを与えずに，できるだけ子どもに考える



































































































賛同した保育士養成校の教員十数名が講師となり各講座年 4回 (各回 90 分)，現職の保育士と向
き合い，保育士の専門性を高め，職務効力感につながるような講義を実施している。
4 ) 3 歳児神話とは，「3 歳になるまでは母親が自分の手で子どもを育てるべき」という考え方であり，
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